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令和７年４月１日 

 

令和７年度監査計画 

 

１ 目的 

この計画は、西東京市監査基準（以下「監査基準」という。）に基づき、令和７年

度に西東京市（以下「市」という。）の監査委員が行う監査、審査、検査その他の行

為（以下「監査等」という。）の実施に関し、必要な事項を定めることを目的とす

る。 

 

２ 基本方針 

(1) 監査基準に基づき、財務に関する事務の執行が、法律・条例等に基づき適正に

処理されているかを主眼に検証する。 

(2) 組織目的の達成を阻害する要因であるリスクに留意し、各事業について、限ら

れた財源を活かし、経済性、効率性、有効性の観点によって予算執行が行われて

いるかどうかを検証するとともに、監査対象課の特性等を考慮し、重点項目を選

定する。 

(3)  監査等の監査結果による指摘・要望等に対する改善状況等を的確に把握し、是

正・改善を求め、監査の実効性を確保する。 

 

３ 監査等の種類 

令和７年度に実施する各監査は、次のとおり行うこととし、具体的な内容は、各

監査等の実施計画において別に定める。 

(1) 定期監査(地方自治法第 199条第１項、第２項及び第４項) 

事務事業の執行全般を対象に、法令等に基づき、適正かつ正確に行われている

かを主眼に、経済性、効率性、有効性の観点にも留意し、監査を実施する。行政

監査は、定期監査に含めて実施する。また、工事監査は、工事の効率性、経済性

及び合規性を主眼として、主要工事の契約事務及び技術面の検証を実施する。な

お、監査を実施する対象機関については、監査委員が協議の上、決定する。 

(2) 財政援助団体等に対する監査（地方自治法第 199条第７項） 

市が補助金、交付金、負担金等の財政的援助を与えている団体、出資している

団体、借入金の元金又は利子の支払いを保証している団体、信託の受託者及び施

設の管理を行わせている団体を対象として、出納その他の事務の執行が、当該財

政的援助等の目的に沿って行われているかを主眼として実施する。併せて、所管

課の当該団体に対する指導監督が適切に行われているかについても監査を実施す

る。なお、監査を実施する対象機関については、監査委員が協議の上、決定す

る。 

(3) 決算審査(地方自治法第 233条第２項、第 241条第５項及び地方公営企業法第 30

条第２項) 

各会計歳入歳出決算書、その他の関係書類及び各基金の運用状況を示す関係書

類が法令に適合し、かつ正確であるかを主眼として実施する。 
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(4) 健全化判断比率等審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１

項及び第 22条第１項） 

健全化判断比率、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

が、適正に作成されているかを主眼として審査する。 

(5) 例月出納検査（地方自治法第 235 条の２第１項） 

毎月の現金の残高及び出納関係資料の計数の正確性を検証するとともに、予算

の執行及び現金の出納事務が正確に行われているかを主眼として実施する。 

(6) その他監査 

必要に応じて実施する。 

 

４ 監査等の実施時期  

   

 令和７年度 監査等実施予定表 

 監査等の種別 実施期間 

 定期監査（第１回） ４月 ～ ９月 

 定期監査（第２回） 10月 ～ ３月 

 工事監査 工事の進捗による 

 財政援助団体等監査 ８月 ～ ２月 

 一般・各特別会計決算審査 ６月 ～ ８月 

 基金運用状況審査 ６月 ～ ８月 

 下水道事業会計決算審査 ６月 ～ ８月 

 健全化判断比率等審査 ８月 

 例月現金出納検査 毎月下旬 

 


